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日 時  令和６年１月２２日（月） １６時００分から 

 

場 所  近畿運輸局 会議室（船員部会室） 

 

出席者  公 益 委 員 横見部会長、定岡委員（欠）、三輪委員、安達委員 

 

     労働者委員 浦委員、佐藤委員、坂上委員 

 

     使用者委員 礒合委員、土屋委員、開委員（欠） 

 

     運 輸 局 大谷海事振興部長、村上海事振興部次長、 

           土本船員労政課長、岡田船員労政課専門官、 

           竹内船員労働環境・海技資格課長 
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議題２．その他 
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議  事  概  要 

 

横見部会長： 

それでは、ただ今から第１８４回近畿船員部会を開催いたします。 

あらかじめお配りしております「第１８３回船員部会」の議事録につきま

して、ご承認をお願いしたいと思います。ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

横見部会長： 

無いようですので、ご承認をいただいたものとして取り扱わせていただき

ます。 

 それでは、議題１の「管内の雇用等の状況」について、運輸局からご説明

をお願いいたします。 

 

土本船員労政課長： 

それでは「令和５年１２月分管内雇用状況」につきまして、ご説明させて

いただきます。 

１．職業紹介状況 

①求人関係 

新規求人数は、５８人（前月比－２１人、２６．６％の減、前年同月比

＋２２人、６１．１％の増）となっています。 

月間有効求人数は、２０８人（前月比－９人、４．１％の減、前年同月

比＋６人、３．０％の増）となっています。 

②求職関係 

新規求職者数は、１０人（前月比＋１人、１１．１％の増、前年同月比

－１人、９．１％の減）となっています。 
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月間有効求職者数は、３０人（前月比＋３人、１１．１％の増、前年同

月比－１０人、２５．０％の減）となっています。 

③成立状況 

当月の成立数は、４人（前月比＋１人、３３．３％の増、前年同月比：

＋１人、３３．３％の増）となっています。 

④職員・部員別成立者内訳 

職種別の内訳は、甲板部職員１人、機関部職員１人、甲板部部員２人、

機関部部員０人、事務務部員０人となっています。 

年齢別については、１０歳代０人、２０歳代２人、３０歳代０人、４

０歳代０人、５０歳代０人、６０歳代１人、７０歳代１人となってい

ます。 

２．新規求人・求職者の取扱実績 

①職種別内訳 

新規求人の職種別内訳は、職員４３人（甲板部２９人、機関部１４人、

無線部０人、事務部０人）、部員１５人（甲板部９人、機関部４人、無

線部０人、事務部２人）となっています。 

新規求職の職種別内訳は、職員６人（甲板部３人、機関部３人、無線部

０人、事務部０人）、部員４人（甲板部２人、機関部１人、無線部０人、

事務部１人）となっています。 

②新規求職者の退職理由 

内訳は、船舶所有者の都合が０人、定年退職０人、雇用期間満了０人、

本人の申し出２人、自己の健康０人、倒産０人、就労中６人、不明２人

となっています。 

③新規求職者の年齢別 

３０歳未満１人、３０歳代４人、４０歳代０人、５０歳代４人、６０歳

以上１人となっています。５０歳以上は５人で占める割合は５０．０％、

３０歳未満は１人で占める割合は１０．０％です。 

 

３．失業等給付金支給状況 
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当月末の受給資格者数は１３人で、基本手当の給付実人数は２人、給付

件数は２件となっています。給付金額は４７５，４４０円です。前月は２

人、２件の４７５，４４０円でした。 

それから、高年齢求職者給付金が０件０円、再就職手当が１件３９６，

２７０円、就業促進定着手当が０件０円よって、当月支給額計は、８７１，

７１０円となります。 

 

４．月間有効求人倍率の推移 

１２月の近畿船員は６．９３倍で、前月比－１．１１ポイント、前年

同月比、＋１．８８ポイントとなっています。 

 

５．近畿運輸局、月間有効求人・求職状況 

①月間有効求人は２０８人で、このうち、新規求人者数は５８人となって

います。 

当局の紹介による求人側の成立は１人、他局成立は０名でございました。 

求人の取り消しは９４人で、理由の内訳は有効期限切れ９４人、自己応

募・縁故により採用０人、会社都合により取り下げ０人、その他は０人

となっています。 

 

②月間有効求職者は３０人で、前月との差は＋３人でした。 

当局の紹介による求職側の成立は１人、他局成立は２人でした。 

求職の取り消しは９人で、理由の内訳は期限切れ９人、自己応募・縁故

により採用０人、自己都合により取り下げ０人、その他０人となってい

ます。 

 

６．全国運輸局別の有効求人、有効求職、成立数、有効求人倍率 

①１１月の全国の月間有効求人数は、３，２７０人で、前月比１０６．

４％、前年同月比は１１４．９％となり、４２４人増加しています。 
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②１１月の全国の月間有効求職数は、７０３人で、前月比９５．５％、

前年同月比８９．６％となり、８２人減少しています。 

③１１月の全国の成立数は、４１人で、前月比７４．５％、前年同月比

では６５．１％となり、２２人減少しています。 

④１１月の全国船員の有効求人倍率は季節調整値により４．３２倍とな

っています。１１月の全国陸上は季節調整値により１．２６倍となっ

ています。 

以上が管内の雇用等の状況でございます。 

 

横見部会長： 

 ご説明ありがとうございます。 

 資料１、２、３について何かご質問等ございますでしょうか。 

 

横見部会長： 

 無いようですので、それでは、次に議題２の「その他」に入ります。 

 運輸局の方から説明をお願いします。 

 

村上海事振興部次長： 

資料４を説明申し上げます。 

まず、令和５年１１月分の内航海運の輸送動向調査の概要ですが、貨物船

と油送船を合計した輸送量は前年同月比９７％となっております。 

１１月は低気圧が断続的に発生したため輸送障害が多くありました。貨物

船は自動車、燃料の輸送が貨物船全体を牽引した結果、前年同月比で 2 ヶ

月ぶりに増加に転じました。油送船は好調だった白油が前年同月を割り込ん

だこともあり 2 ヶ月連続の減少となっています。 

 

（貨物船の概要） 

１１月の貨物船の輸送量は、前年同月比１０１％、前月比９７％となって

います。 
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鉄鋼は、前年同月比で９４％。低気圧の影響で輸送障害があったものの、

鉄鋼の低い需要の状況下であるため輸送遅延は無かったようです。 

原料は前年同月比９７％。スラグ、金属鉱の輸送は好調に推移した一方で、

石灰石は一部の船社で使用船舶の入渠により原料全体が減少となったようで

す。 

燃料は前年同月比１１０％。石炭の輸送が好調だったため燃料全体として

増加になりました。 

紙・パルプは前年同月比８４％。紙製品等は減産により減少傾向にあるよ

うです。 

雑貨は前年同月比９９％。北海道航路の馬鈴薯の輸送は旺盛である一方、

低気圧の影響で日本海航路は欠航がありました。コンテナについては円安の

影響で輸入貨物の減少から輸送需要は低調となたようです。 

自動車は前年同月比１１６％。堅調な輸送が継続しています。 

セメントは前年同月比９１％。使用船舶の故障の影響もあるようですが、

セメント需要は低調いままのようです。 

 

（油送船の概要） 

１１月の油送船輸送量は前年同月比９３％、前月比で９５％となっていま

す。 

黒油は前年同月比８１％、冬期の需要期を控えて A 重油の需要は増加し

ている一方、製油所間転送や石油火力発電所向け需要であったようです。 

白油は、前年同月比９７％、製油所間の転送需要があった反面、需要期に

入った灯油の輸送が荒天の影響で計画どおりに輸送できず前年同月比で減少

となったようです。 

ケミカルは前年同月比９１％、ケミカル市況は依然として低調に推移おり、

輸送面においても厳しい状況になっています。 

それでは３ページ以降、貨物ごとの状況です。１１月の欄と対前月の欄を

ご覧下さい。 

 

鉄鋼ですが、 前年同月比で  ９３.９%、前月比では  ９２.８% 
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原料は、   前年同月比で  ９６.７%、前月比では  ９５.８% 

燃料は、   前年同月比で １１０.０%、前月比では １１８.０% 

紙・パルプは、前年同月比で  ８４.０%、前月比では  ９７.９% 

雑貨は、   前年同月比で  ９８.６%、前月比では  ９８.０% 

自動車は、  前年同月比で １１５.６%、前月比では  ９７.１% 

セメントは、 前年同月比で  ９０.８%、前月比では  ９１.５% 

貨物船全体の輸送量は、１，７２４万７千トンで 

前年同月比で １００.８%、前月比では ９７.０%となっています。 

 

黒油（こくゆ）は、前年同月比で  ８１.０%、前月比では  ９２.２% 

白油（はくゆ）は、前年同月比で  ９７.５%、前月比では  ９３.８% 

ケミカルは、   前年同月比で  ９１.１%、前月比では  ９８.６% 

一般タンカーの輸送量は、７２８万０千トンで 

前年同月比で  ９２.１%、前月比では  ９３.８%となっています。 

続きまして、 

高圧液化は、   前年同月比で １０４.７%、前月比では １０４.９% 

高温液体は、   前年同月比で  ７９.６%、前月比では  ９０.２% 

耐腐食は、    前年同月比で  ９１.６%、前月比では １０１.３% 

特タン船の輸送量は、 ９７万７千トンで 

前年同月比で  ９６.８%、前月比では １０２.２%となっており、 

全てのタンカーの合計は、 ８２５万７千トンで 

前年同月比で  ９２.６%、前月比では  ９４.７%となっています。 

 

次に資料５、長距離フェリーの令和５年１１月の輸送実績でございます。 

１１月の欄と、右のほうの対前月、対前年同月比のところをご覧ください。 

まずトラックですが、 

北海道は、１２,１５４台で、前月比 ８６.２%、前年同月比で１００.７% 

北九州は、３４,２６４台で、前月比 ９９.０%、前年同月比で１０４.４% 

中九州は、１１,１１３台で、前月比１００.１%、前年同月比で１０５.５% 

南九州は、１２,２４０台で、前月比１１０.１%、前年同月比で１０７.７% 
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となっています。 

 

次のページ、旅客でございます。 

北海道は、 ６,１７６人で、前月比 ４５.５%、前年同月比で ９７.２% 

北九州は、８３,２１２人で、前月比１１０.３%、前年同月比で１１１.３% 

中九州は、３６,０２８人で、前月比１１３.６%、前年同月比で１２１.６% 

南九州は、２７,９９５人で、前月比１１３.１%、前年同月比で１１２.４% 

となっています。 

 

次のページ、乗用車でございます。 

北海道は、 ２,１８９台で、前月比 ４４.３%、前年同月比で ９４.４% 

北九州は、２５,２６１台で、前月比１０４.０%、前年同月比で１０２.９% 

中九州は、  ５,２８５台で、前月比１０８.０%、前年同月比で１０９.８% 

南九州は、 ７,９９４台で、前月比１０２.５%、前年同月比で１０１.６% 

となっています。 

 

１１月分のトラックの実績について、北海道便は対前年同月とは同じよう

な実績ですが、対前月比は大きく下回っています。この資料にはありません

が、他の北海道航路（北関東、北陸）も前月から１～２割減少の実績でした。

理由といたしましては、11 月に何度も低気圧や前線の通過で大雨になり、

荒天による船舶の遅れもありましたが、陸上側にも大雨による輸送障害等が

あったためと思われます。九州便の各航路とも順調な実績で推移しているも

のと考えられます。 

旅客、乗用車の実績については、北海道便は、秋から冬に向けて減少して

いくのは例年どおりの傾向です。 

九州便は全ての航路で対前月、対前年同月比を上まわっており、順調に推

移しているものと思われます。 

説明は以上になります。 

 

横見部会長： 



－10－ 

 ありがとうございました。 

それでは、資料４、５について何かご質問等ございますでしょうか。 

 

横見部会長： 

 無いようですので、運輸局からその他の報告事項をお願いします。 

 

・令和６年度海事局関係予算決定概要について 

〔 村上海事振興部次長（説明）〕 

 

・能登半島地震に関連する在籍出向の特例について 

〔 岡田船員労政課専門官（説明）〕 

 

・船員の特定最低賃金の改正に係る答申について 

〔 村上海事振興部次長（説明）〕 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、ご質問等はございますでしょうか。 

 

佐藤委員： 

 予算決定概要21ページの物流2024年問題にかかる海運シャーシの導入経

費を支援するということで、これはトラック会社に対しての支援だと思いま

すが、新車のシャーシを買うということに対しての支援であれば良いのです

が、老朽化しているシャーシのリプレースに充てられたら何の意味もないと

思いますので、支援の考え方を示していただきたいのがまず１点です。 

 あと、海技教育機構の予算が昨年とほぼ同じだと思うんですが、これまで

の学校からの意見として、教員不足ですとか、寮の受入れ体制の話とかもし

てきた中で、そういった予算が計上されているのかどうか、これはもう数年

前からずっと言っている話ですが、いまだに寮にＷｉ－Ｆｉが完備されてい

ないとか、寮母がいないとか、そういった学校もある中で、しっかり予算を
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確保して改善していく必要があると思うんですが、そのあたりが考慮されて

いるのかどうかお伺いしたいです。 

 

村上海事振興部次長： 

 この物流2024年問題の関係について詳しいことまではお答えできません

が、違うところで聞いた中では、背後地が狭いという状況で、例えば資料の

写真にありますように荷役効率が良い横開きのシャーシの導入経費等が対象

になると聞いています。 

 海技教育機構の件は、ちょっと情報を持ち合わせておりませんが、何か特

別なものが予算化されたという良い話は聞いていないです。 

 

浦委員： 

 あと、海技教育機構の予算に関して、前年度の補正予算はいくらだったん

ですか。この資料を見ると、まるで去年よりも予算がついているみたいに見

えるんですが、前年度の補正予算はいくらでしたか。 

 結果として減っているんです。６５億だけども、燃料代もこれだけ高くな

って実習もかなり制限されている中、「効率的に訓練するため」ってここに

書いてあって、なのに予算を減らすって意味が分からないです。さらに言え

ば、機構の人数を500名にしようという方針まで出ている中で、なぜ予算を

減らすのか意味が分からない。 

 

村上海事振興部次長： 

 海事局としては、いろんな手法を使って予算を確保しようとしておりまし

て、それこそ全日海さんからのご意見や事業者様からのご意見も踏まえて強

く要求しているところですが、なかなか財務当局に認めていただけないのが

現状だと思います。 

 

浦委員： 
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 削れるところは削っても構わないと思うけど、船員の確保・育成体制の強

化だって予算は9000万だけど、一番大事なところだと思うんですよ。去年

の補正予算が分かったら、次回でもいいので教えてください。 

 

村上海事振興部次長： 

 分かりました。 

 

佐藤委員： 

 在籍出向の特例は新型コロナのときもありましたが、船員派遣事業の許可

を取得している会社もある中で、こういった特例制度を悪用されることがな

いように注意していただきたいと思います。特例の要件①ですが、本当に被

災されたかどうか、例えば罹災証明のような書類を確認するのでしょうか。

それとも、口頭のみの申告で特例を認めるのでしょうか。 

 

岡田船員労政課専門官： 

 手続としましては、出向元事業主から在籍出向確認書を提出いただきまし

て、要件に該当するかどうかあらかじめ確認することになっています。罹災

証明まで確認するということにはなっておりませんが、その分、速やかに対

応することができると思います。当局としましても、不正のないようにしっ

かりとヒアリングで確認したいと思っております。 

 

横見部会長： 

 ほか、いかがでしょうか。 

 

土屋委員： 

 人材確保に関連して、私も学校訪問をしている時や、あるいは就職してき

た船員さんの話を聞いていると、船の仕事を知っている人がすごく少ないん

です。何で船の仕事に決めたの、船に乗る気になったのと聞くと、大体船乗

りの親戚がいるか親が船に乗っているという人が多いです。より広く海運の

仕事を知ってもらう取組みを、最近は内航総連さんがいろいろされています
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けれども、できればそういう予算を国交省さんも確保していただいて、もう

少し広く取り組んでいただけたらと思います。学校側の募集定員に満たない

ところが結構あると思います。船乗りになりたいと応募してくれる、そうい

う仕事があるということをまず知ってもらうのが一番大事だと思います。労

働組合さんのほうで小さいお子さんに教育していたり、そういう取組みも含

めて、できれば人材確保・育成分野で予算が確保できればとても良いと思い

ますので、意見の一つとして発言させていただきます。 

 

三輪委員： 

 予算資料16ページの内航船員の確保・育成のところで、内航船員就業ル

ート拡大支援事業、一般教育課程出身者向けと書かれているところが今のお

話に関連すると思いました。小学生やちびっ子向けに広報活動されているも

のと、あと、一般教育課程の出身者から船員への道につなげないと、実態と

しては途中が途絶えてしまってはいけないかなと考えるところです。そうし

ますと、中学校、高校、もしくは大学という一般の教育課程から船員の道に

というルートの認知度をもう少し上げるべきかなと感じました。 

 ここで教えていただきたいのですが、使用者側で一般教育課程出身の方は

どのぐらいいらっしゃるものですか。例えば、海上技術学校、短大、商船高

専以外から船員になった方がいらっしゃれば、まさにそういった方がどうい

ったきっかけで船員になったかというところを強化すれば、すごく即効性の

あるＰＲができるんじゃないかなと思います。 

 

土屋委員： 

 弊社ですと、船員さんの紹介で一般教育課程からの入社というのがごく少

数ですがいます。ただ、どこかでそういう仕事を知って応募してきたという

より、転職を考えていた方が、知り合いである弊社船員に相談したことがき

っかけで入社したという人がいます。入社してもうすぐ半年になるのですが、

船の生活にも無事に馴染めているとのことで、今後６級海技士資格の取得を

目指しています。 
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 そのほか、普通の大学を卒業した後、清水の海上技術短期大学で学び、弊

社の船に乗った方がいまして、なぜ船の学校を志望したかというと、やはり

知り合いが船員養成の学校を出て船に乗ったということがきっかけでした。

ですので、一般の人が知人等を介さずに船の仕事を知り、弊社の船に乗った

というケースは弊社ではないです。 

 

礒合委員： 

 弊社には、一般の大学を卒業後、清水の海上技術短大に行ったという乗組

員と、一般の大学を卒業し、陸上に就職したものの給料が安いから退職し、

図書館で調べて船員は給料が高いことを知って、大型内航タンカーに乗船し

て、３級海技士免状(航海)を取得した上で、家から通えるところが良いと

いう理由で弊社に入社した乗組員がいます。このような経緯をたどって入社

してきた乗組員は、やる気が違うと感じています。彼らは将来、船員も陸上

勤務も両方ともやりたいと言ってくれています。 

 

三輪委員： 

 ありがとうございます。 

 

村上海事振興部次長： 

 三輪委員がおっしゃるように、この一般課程の出身者に船の業界に来ても

らうというのはとても大切です。この資料ではいわゆる海洋共育センター等

のことを書いていると思いますが、資格のない人に短期間で６級免状を取得

していただき、また現場に戻ってもらうという形です。各船社さんでスカウ

トした方を海洋共育センターに預けるという、もう始まって10年ぐらいた

っていると思いますが、結構機能してきていると思います。そうしますと、

一般課程の出身者の方が６級免状を取得するというケースは、年間一定程度

はいらっしゃるのではないかと思います。 

 

三輪委員： 
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 船員という職業の認知を小学校ぐらいで与えるのも一つ重要だと思ってい

るところと、あと、その気持ちが継続できるような形で中高、もしくは大学

まで行って、やはり今のお話を聞くと、船員を目指すきっかけはやっぱり何

か種がないと、そこから芽が出るということにならないかなと思います。全

く雑談ですけれども、私、先週久しぶりに三宮の街を歩いていると地下鉄の

通路のところに、２～３ｍの大きな広告が出ていたんです。「“開運”じゃ

なくて、“海運”です。」という、あの広告がドーンとありまして、本当に

その道は生田神社に繋がる道の途中でしたので、まさにこれは、海運で開運

しているじゃないかという、それぐらいのインパクトがありました。あれを

見て、何かしら海や船に興味を持つきっかけになったら、この広告の効果は

すごく絶大だなと思って、ある程度年齢が上がってからでも認知度が高まる

ような、そういったＰＲ作戦をしないといけないのかなとすごく感じたとこ

ろです。 

 学内の話ですが、うちは海洋政策科学部という４年前から学科が新しくな

りまして、海技ライセンスコースという独立して船舶職員養成をかなり前面

に出した学科ができています。ところが、その定員の充足率が低くて、特に

機関学コース、そこで機関士という船舶職員の認知度がすごく低いです。も

ともと船長になりたいというので航海学の方に進学してくる学生はそこそこ

いるんです。数字を言うと、１年生から２年生に上がるときに選択希望する

のですが、今の新しく改組した１期生のうち機関学コースを選択した学生が

10人で、２期生は14人でした。次年度は４年目になるのですが、今の１年

生が２年生に上がるときに何人が機関学コースを志望するかというところで、

ＰＲ作戦をすごくやりました。 

 航海学コースは35人ぐらいコンスタントに希望者がいますので従前と同

じぐらいですが、機関学のほうは一気に目減りして10人のボーダーになっ

てきています。希望調書の提出期限が今月末でして、事あるごとに学生の前

に立って機関士が非常に魅力的だよということをアピールしているんですが、

いかんせん学生の情報源がＳＮＳ等のネットに上がっているもので、すごく

ネガティブに船舶実習がしんどかったとか、そういう情報を見ていますので、

マイナス方向に影響しているということが分かりました。ただ、そういった
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経験ができるのは船舶実習でしかないんだというその魅力・メリットという

のは実習を経験した学生はすごく理解しているんですけれども、やはり経験

のない人が情報を入手しようとすればネットに頼ってしまうところに、適切

な情報がヒットするようなことも必要かなと思いまして、街中の広報活動プ

ラス何かインターネット上で情報がうまく伝われば、船員を志望する学生や

社会人が増えるのではないかと思っているところです。 

 坂上委員は、船舶実習は楽しかったですか。それともつらかったですか。 

 

坂上委員： 

 私は楽しかったです。 

 

三輪委員： 

 つらいこともあったと思いますが、やはりそこで得たものが今も役立って

いて、経験した後だとプラスなことは言えて、何かネガティブなものだけで

はないという理解になると思うんです。船員という職業の魅力をいかにその

経験のない人に伝えるかというのはすごく難しいなと思っています。私自身

も学生に機関士は楽しいと伝えていますが、なかなか伝え切れない。船から

離れて年数がたつので、なかなかリアルな話をしにくいところが最近の悩み

です。 

 

安達委員： 

 三輪委員のお話を聞いて、なるほどと思ったのは、私も神戸大出身で、学

生のときに「海への誘い」という授業で、海事科学部以外のキャンパスの学

生も含めて抽せんで年に何十人か、当時の練習船深江丸に乗って、１泊２日

の乗船実習に参加できるプログラムがあったんです。神戸にいたから何かそ

ういうのを身近に感じて、海に関する仕事というのも一つの将来の選択肢と

してあるんだとそこで初めて知り、それが自分の中で残っている気がします。 

 ただ、今はこうやって交通関係の授業を関西一円いろんな大学で教えてい

て思うのが、やっぱり皆さん、海に関心がないというか、そもそも接点がな

いんですよね。例えば奈良県ですとそもそも海がないですし、海に関するこ
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とが選択肢としてないですし、知る機会もない。だから、そういうところに

もリーチするような、各大学でできないようなもっと大きなプログラムとし

て、特に大学生、これから社会に出るという人たちに何かアプローチできる

ような仕組みづくりとして、大学間で協定を結ぶとか、そういうところに国

や事業者さんとかみんなで参画したスキームみたいなのができると、一般課

程からの人材確保のルートが構築できるような気がします。今はそれがなか

なかないのかなと三輪委員のお話をお聞きして思いました。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 ほかに、よろしいでしょうか。 

 

横見部会長： 

 それでは続きまして、船員政策や船員労働全般に関わる様々な問題につき

まして、ご意見情報等ございましたらご発言をいただきたいと思います。 

労働者委員の方からいかがでしょう。 

 

佐藤委員： 

 １月２日に、羽田空港で日航機と海上保安庁の航空機が衝突するという大

きな事故がありました。今、運輸安全委員会が事故原因の究明をおこなって

いるところですが、管制官と各機のやりとりの記録がすぐに公表されました。 

 令和３年５月に来島海峡で起きた白虎と外国船の衝突事故では白虎が沈没

し、３名の命が失われました。来島海峡航路は管制官の監視下の航路ですが、

管制官と白虎のやりとりについては全くオープンにされることなく、事故時

の当直航海士に刑事罰が下されたわけです。なぜ、航空機と船舶の海難事故

の取扱が同じ国交省の中で違うのか、疑問に感じます。おそらく海運事業者

の方には同じ疑問を抱いている方がいると思うのですが、ぜひこのような声

も上げていただきたいということで、この船員部会の場で発言させていただ

きます。 
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 旅客を扱うか貨物を扱うかという違いはありますが、乗組員が亡くなって

いるという点ではどちらも違いはないはずです。どちらの事故も客観的な記

録を確認し、事故原因を解明していかなければならない。 

 一方で、来島海峡航路西側海域航行安全対策委員会がすでに立ち上がって

いて、非公開で議論が進められているが、事故原因が明らかになっていない

のにどんな議論をして安全対策していくのかという点についても疑問を感じ

ています。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 ほか、労働者委員からよろしいでしょうか。 

 

坂上委員： 

 以前、仮バース確保の取組みということでお話があったかと思いますが、

その後の進捗について情報があればお願いします。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 仮バース確保の取組みにつきましては、近畿二府四県のうち兵庫県は神戸

運輸監理部が対応しております。当局では、海のない滋賀県と奈良県を除く

と、大阪府・京都府・和歌山県になりますが、大阪府につきましては、私と

貨物・港運課長が大阪港湾局に出向いて、仮バースの確保について要請して

おります。和歌山県につきましては、和歌山運輸支局担当者から県土整備部

港湾空港局へ要請しております。京都府につきましては、京都運輸支局担当

者から京都府港湾局に対しまして同様の要請をしており、また、これらの取

組状況は、本省海事局船員政策課へ報告しております。 

 

坂上委員： 

 要請段階ですか。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 
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 要請に加えまして、船員にとって有益な情報がありましたら教えてくださ

いとお願いをしております。また何か動きがありましたら、この場でご報告

させていただきます。 

 

佐藤委員： 

 あと１点いいでしょうか。今、各自治体に対して、組合の定期全国大会決

定事項の自治体への申入れということで、様々な陳情活動を行っております。

そういった活動の中で話を聞いていますと、11月に重点支援地方交付金の

追加あって、その後の使い方は各地方自治体の裁量ですというお話があった

と思いますが、地域公共交通、特にフェリーに対して支援を行っている自治

体は今のところありません。 

 今言った自治体は、敦賀市、舞鶴市、泉大津市ですが、和歌山市も聞いて

いる感じでは何も支援されていないようでした。担当者と話す中で、やっぱ

り地域公共交通とはいえども、フェリーだけじゃなくてバス、トラック、タ

クシーとかある中で、どうしてもそちらのほうにお金が回って、なかなか船

のほうに回らないのが現実ですというようなことを平気でさらっと言われま

す。もうちょっと力を入れてもらわないと、今後、大型カーフェリーは物流

の社会経済を支える重要な機関ですから、しっかり自治体がバックアップし

ていかないと駄目ですよというお話をしています。ですが、全然、１円たり

ともまだ行っていないのが現状ですので、こういう場でしっかり皆さんに共

通理解をしていただく意味で発言させていただきます。もう少しフェリーや

船舶関係に優しい国になってもらいたいです。それによって、後継者確保・

育成にもつながってくると思うし、船舶の魅力、船員の魅力にもつながって

くるはずですので、ぜひお願いしたいと思います。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。  
 それでは、使用者委員の方からいかがでしょう。 

 

横見部会長： 
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 そのほか、公益委員の方からいかがでしょうか。 

 

横見部会長： 

 よろしいでしょうか。 

 それでは本日の部会は終了いたします。 

次回は２月２２日（木）１６時００分からとなっておりますので、皆様よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

(配付資料) 
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